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2020.04.17 

プレスリリース 

休館中もアクティブに休館中もアクティブに休館中もアクティブに休館中もアクティブに    ～～～～ 

自宅自宅自宅自宅ででででフランス文化フランス文化フランス文化フランス文化に触れよう！に触れよう！に触れよう！に触れよう！フランス語を学ぼう！フランス語を学ぼう！フランス語を学ぼう！フランス語を学ぼう！ 

 

アンスティチュ・フランセ関西は 1927 年よりフランス語教育と日仏文化交流に努めるフランス政府公

式文化機関です。この度の新型コロナウイルスの感染拡大を受

け、4 月月月月 4 日より日より日より日より 5 月月月月 8 日まで休館日まで休館日まで休館日まで休館することになりました。自ら

休館を実施するのは、1927 年の創立以来、初めてのことです。 

休館期間中も、利用者の皆様とつながり続け、フランス語講座

と日仏文化交流の 2 つの使命を果たすべく、積極的な取り組み

を始めましたので、ここにご紹介させていただきます。 

 

ジュール・イルマンジュール・イルマンジュール・イルマンジュール・イルマン    在在在在京都フランス総領事、アンスティチュ・フランセ関西館長：京都フランス総領事、アンスティチュ・フランセ関西館長：京都フランス総領事、アンスティチュ・フランセ関西館長：京都フランス総領事、アンスティチュ・フランセ関西館長： 

「利用者の皆様と従業員の安全確保を最優先するため、休館を決断しました（従業員は在宅

勤務）。一年で最も重要な春学期中の休館は大きな犠牲を伴いますが、この状況下において

も利用者の皆様とつながるために、フランス語講座とフランス文化に関するご提案をオンライ

ンで開始しました。多くの方にご利用いただけましたら幸いです。」 

 

フランスの文化とつながるためにフランスの文化とつながるためにフランスの文化とつながるためにフランスの文化とつながるために 

1.    「私の好きなフランスの作品」「私の好きなフランスの作品」「私の好きなフランスの作品」「私の好きなフランスの作品」

シリーズシリーズシリーズシリーズ    配信配信配信配信 

冷泉貴実子氏（京都日仏協会会長）

や森口邦彦氏（友禅作家 人間国宝）

など、フランスに所縁のある京都の文

化人・知識人の皆様に、フランスへの

想いを作品（映画、アート、哲学、文学

など）を通して語っていただくシリーズがスタート。 

2.「この春、出会えなかったアーティストより」シリーズ 配信 

新型コロナウイルスの感染拡大を受け、この春、来日が果たせなかったフランス人アーティストより、

特別に制作された動画をアップしました。 

フランス語を学ぶためにフランス語を学ぶためにフランス語を学ぶためにフランス語を学ぶために 

オンラインで受講していただけるフランス語講座を開講しました。オンライン・プライベートレッスンも。 

------------------------------------------------------------------------ 

アンスティチュ・フランセ関西アンスティチュ・フランセ関西アンスティチュ・フランセ関西アンスティチュ・フランセ関西    Tel. 075-761-2105    https://www.institutfrancais.jp/kansai/ 
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フランスの文化とつながるためにフランスの文化とつながるためにフランスの文化とつながるためにフランスの文化とつながるために 

１１１１    「私の好きなフランスの作品」シリーズ「私の好きなフランスの作品」シリーズ「私の好きなフランスの作品」シリーズ「私の好きなフランスの作品」シリーズ        配信配信配信配信開始開始開始開始 

 

京都の文化人・知識人の皆様に、フランスとの関わりやフランスの好きな作品についてご執筆いただ

くシリーズを配信し始めました。文学、映画、音楽、建築、ダンスなど分野を問わず、お好きなフランス

の作品をご紹介していただくものです。 

アンスティチュ・フランセ関西と京都の文化人・知識人の皆様との長年にわたる絆を象徴するシリーズ

です。 

 

昨年、フランスのマクロン大統領が自宅を訪問した友禅作家で人間国宝の森口邦彦友禅作家で人間国宝の森口邦彦友禅作家で人間国宝の森口邦彦友禅作家で人間国宝の森口邦彦氏氏氏氏の回は、語学

を学ぶ人に向けたメッセージや、この度の新型コロナウイルスの感染拡大を受けて考えられているこ

とを、特別にお話頂きました。 

森口氏のテキストは森口氏のテキストは森口氏のテキストは森口氏のテキストは 4 月月月月 23 日（木）日（木）日（木）日（木）配信予定です。配信予定です。配信予定です。配信予定です。 

→    末尾に末尾に末尾に末尾に、、、、森口氏の森口氏の森口氏の森口氏のインタビューインタビューインタビューインタビュー原稿原稿原稿原稿を掲載を掲載を掲載を掲載しております。 

 

当シリーズに当シリーズに当シリーズに当シリーズにご登場いただく皆様：ご登場いただく皆様：ご登場いただく皆様：ご登場いただく皆様： 

西山教行 （京都大学教授） https://www.institutfrancais.jp/kansai/agenda/jaime1/ 

小崎哲哉 （ジャーナリスト/アートプロデューサー/『Realkyoto』発行人兼編集長） 

https://www.institutfrancais.jp/kansai/agenda/jaime2/ 

森口邦彦 （友禅作家 人間国宝）→ 4 月月月月 23 日（木）日（木）日（木）日（木）配信予定配信予定配信予定配信予定 

冷泉貴実子 （京都日仏協会会長）→ 4 月 30 日（木）配信予定 

大溝隆夫 （フランス料理ボルドー オーナーシェフ）→ 5 月 7 日（木）配信予定 

金剛永謹 （金剛流宗家）（予定） 

森 悠子 （ヴァイオリニスト、長岡京室内アンサンブル音楽監督） 

有馬えり子 （京都バレエ団代表、京都バレエ専門学校校長）、ほか 
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２２２２．．．．「この春、出会えなかったアーティストより」シリーズ 

新型コロナウイルスの感染拡大を受け、この春、京都に来ることができなかったフランス人アーティス

トより、特別に制作された動画をアップしました。 

 

 

①①①① 京都フランス音楽アカデミー京都フランス音楽アカデミー京都フランス音楽アカデミー京都フランス音楽アカデミー    教授陣より教授陣より教授陣より教授陣より    「早春賦」の「早春賦」の「早春賦」の「早春賦」の演奏動画演奏動画演奏動画演奏動画 

今年、創設創設創設創設 30 周年周年周年周年を迎えた京都フランス音楽アカデミーに

参加予定だった 3 名の教授から、演奏動画と皆様へのメッ

セージが届きました。 

アカデミーの最後を飾る教授陣のコンサートにて、サプライ

ズで披露される予定だった「早春賦」の演奏です。 

外出禁止令下にあるフランスで、「困難な時を乗り越えて、

来年また元気にお会いしましょう」とのメッセージを込め、各

自、自宅で録音されたされたものです。 

リンク：https://www.institutfrancais.jp/kansai/agenda/soshunfu/ 

 

京都フランス音楽アカデミーとは：京都フランス音楽アカデミーとは：京都フランス音楽アカデミーとは：京都フランス音楽アカデミーとは：    1990 年より毎春フランスより十数名の音楽家を招き、 

京都でクラシック音楽のマスタークラスを開講。日本全国から１００名を超える受講生が 

ピアノやヴァイオリン、声楽などのマスタークラスを受講する日仏音楽事業。 

http://academie.institutfrancais.jp/ 

 

 

②②②② タイプデザイナータイプデザイナータイプデザイナータイプデザイナー    エミリ・リゴーエミリ・リゴーエミリ・リゴーエミリ・リゴーさんの動画さんの動画さんの動画さんの動画 

ヴィラ九条山 2020 年レジデントのエミリ・リゴーさんは、フォントのデ

ザイナーであり、日本語の字体の研究者でもあります。中止となった

4 月の「フランコフォニーのお祭り」で予定していた展覧会の作品とと

もに、日本語のタイポグラフィーに関する自らの研究をフランス語で紹

介してくれました。 

https://www.institutfrancais.jp/kansai/agenda/emilie2020/ 

 

 

 

③③③③ アマンディーヌ・モマンソーさんのミニ・紙芝居アマンディーヌ・モマンソーさんのミニ・紙芝居アマンディーヌ・モマンソーさんのミニ・紙芝居アマンディーヌ・モマンソーさんのミニ・紙芝居 

アマンディーヌ・モマンソーさんは、切り絵のテクニックを用いた作品を

創り出す、フランスの絵本作家。4 月に予定していた「紙芝居＆お子様

向けワークショップ」が叶わなかったことで、アマンディーヌさんがミニ・

紙芝居を制作し、送って下さいました。 

※近日中に配信予定 
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フランス語を学ぶためにフランス語を学ぶためにフランス語を学ぶためにフランス語を学ぶために 

 

フランス語フランス語フランス語フランス語    オンライン講座オンライン講座オンライン講座オンライン講座 

自宅にいながらフランス語講座を受講することができるオンライン

講座をスタートしました。 

プライベートレッスンもオンラインでご受講いただけます。 

 

 

 

リリースに関するお問い合わせリリースに関するお問い合わせリリースに関するお問い合わせリリースに関するお問い合わせ： アンスティチュ・フランセ関西 広報担当：長谷川（火～土）

satoko.hasegawa＠institutfrancais.jp Tel. 075-761-2168 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

「私が好きなフランスの作品」シリーズ「私が好きなフランスの作品」シリーズ「私が好きなフランスの作品」シリーズ「私が好きなフランスの作品」シリーズ 

2020 年年年年 4 月月月月 23 日日日日（木）（木）（木）（木）配信予定配信予定配信予定配信予定原稿原稿原稿原稿    （引用可）（引用可）（引用可）（引用可） 

森口邦彦森口邦彦森口邦彦森口邦彦（（（（友禅作家、人間国宝友禅作家、人間国宝友禅作家、人間国宝友禅作家、人間国宝）））） 

 

１．フランスとの関わりを教えて下さい。１．フランスとの関わりを教えて下さい。１．フランスとの関わりを教えて下さい。１．フランスとの関わりを教えて下さい。 

京都市立美術大学（現・京都市立芸術大学）日本画科を卒業後、フランス政府給費留学生としてパリ

に留学。1966 年 7 月パリ国立高等装飾美術学校グラフィックデザイン科卒業。セーヴル・マニュファ

クチャーとのコラボレーション（2016-2018）やパリ

日本文化会館での展覧会（2016）など、フランス

との交流は現在も数多く続いています。 

 

２．「私の好きなフランスの作品」を教えて下さい。２．「私の好きなフランスの作品」を教えて下さい。２．「私の好きなフランスの作品」を教えて下さい。２．「私の好きなフランスの作品」を教えて下さい。 

ロマネスク様式の教会 

 

３．３．３．３．選ばれた理由を教えて下さい。選ばれた理由を教えて下さい。選ばれた理由を教えて下さい。選ばれた理由を教えて下さい。 

パリ国立高等装飾美術学校の 2 年生だった 1964

年春、美術史の授業の提出課題として、クレルモン＝フェランのノートルダム・デュ・ポール寺院を描

いたことがあります。種痘を植える際に用いるペン型のナイフで、黒く塗られた石膏ボードを削り、制

作しました。中世フランスを代表するロマネスク教会は、フランス文化の根幹を形づくるもの。人は神

を敬い、「芸術」や「個性」を意識する以前の時代の作品です。人間の手技でありながら、それを全く

感じさせない、中世の教会は本当に美しいと素直に感動し、これを制作しました。 

その時代のものを今、リアルに見ることができるのはすごいことです。 
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◎◎◎◎受講生の皆様へメッセージ受講生の皆様へメッセージ受講生の皆様へメッセージ受講生の皆様へメッセージ 

学生だった 1959 年より 4 年間、関西日仏学館でオーシュコルヌ先生達からフランス語を学びました。 

情緒的な表現を得意とする日本語と異なり、しっかりと論理を構築できるフランス語ですが、発音の

練習で使われたシャンソンの歌詞などに溢れる豊かな情緒を感じたものです。言葉に表れる文化、

国民性、そして日本語との違いを感じ、楽しみながら勉強してほしいと思います。 

たくさんの暗記が必要な辛い時期がありますが、それを過ぎると非常に自由な地平に出るのです。そ

こにフッと出てきた時に、きっと何かがあると思います。下手でもお喋りをして相手と意見を交換する

のは本当に楽しく、違う言葉をマスターすることは、自分の文化性を深める意味でも有効だと思いま

す。個人的にも、フランス語を通して出会った人々とのとても豊かな体験は掛け替えのないものです。 

日仏学館で様々な年代、経験を持つ人々とクラスを共にして学んだことも、とても楽しい思い出です。 

 

◎◎◎◎パリを訪れる方にお薦めのコースパリを訪れる方にお薦めのコースパリを訪れる方にお薦めのコースパリを訪れる方にお薦めのコース 

夕陽を浴びたサント・シャペル寺院のステンドグラス、そしてクリュニー中世美術館の一角獣のタピス

トリー。この二か所は絶対に外せません。あとは、美術館の前のカフェでコーヒーを飲んで余韻にひ

たってください。 

 

◎◎◎◎新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、今考えていること新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、今考えていること新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、今考えていること新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、今考えていること 

東と西の二つの文化を体感し、創作の原点を見出していることで、僕は伝統の世界に埋没することな

く、自分らしく生きられていると思います。日仏の文化交流や友情の交換に得がたい幸せを感じてき

ました。しかし、人間に対する大自然からの警鐘とも言える今回の世界的な危機に際し、そうしたこと

が拒否されたのではないか、と思い悩みました。 

けれども、そうではないのです。人や文化の交流を断絶するのではなく、今こそ、「運命共同体」を共

に生きる必要があるはずです。自分や自国さえ良ければいいという考え方ではなく、大きな意識改革

が必要なこの時。文化交流を通して、新しい世界を見出すことにつなげなければならないのです。 

 

 

（注）上記のテキストは、森口氏のお話を元に、ア

ンスティチュ・フランセ関西でまとめたものです。 

 

 

追記１：京都国立近代美術館において 5/23 開催

が予定されていた「人間国宝 森口邦彦 友禅／

デザイン 交差する自由へのまなざし」は今秋に

延期開催されます。 

https://www.momak.go.jp/Japanese/exhibitionArchive/2020/438.html 

 

追記２：2019 年、G20 のために来日したフランスのマクロン大統領が森口先生宅を訪問した際の記

事はこちらをご覧ください（エリゼ宮 WEB サイト、仏語）。 

https://www.elysee.fr/emmanuel-macron/2019/06/27/a-kyoto-rencontre-avec-un-tresor-national

-vivant-lartiste-japonais-kunihiko-moriguchi 


